
日時：平成27年2月1日（日）
　　     11：00～12：30
場所：苦楽園市民会館
主催：苦楽園自治会
参加人数：約30名

概　要

○六甲山の地形の特徴と過去の災害及び事業内容について説明

○模型を使った土石流実験

　砂防えん堤（剣谷第四えん堤）の工事着手にあたり、地域の方々に現地説明
会と併せて出前講座を実施し、六甲山地で発生した災害に対する砂防事業の
取り組みと土砂災害防止の心構えについて説明しました。

　六甲山は斜面が急なため、雨で崩れやすい地形であり、風化した花こう岩（マ
サ土）で覆われていることを説明し、過去に六甲山地で起こった土砂災害の映像
や写真を見ていただきました。また、六甲砂防事務所が取り組んでいる砂防えん
堤工事、樹林整備や土砂災害に対する啓発活動の取り組みについて紹介しまし
た。また、身近な場所で土砂災害が発生する可能性があることをお伝えし、気象
情報や避難情報に注意し、早めの避難が大切であることをお伝えしました。

　土石流模型を使った実験では、土石流が
発生する状況を説明し、砂防えん堤の役割
について説明しました。参加者からは身近
な場所で砂防えん堤が整備されることもあ
り、えん堤の構造や機能、防災情報などに
ついての質問が相次ぎ、剣谷第四えん堤の
工事の目的について理解を深めていただ
きました。
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